
ユニバーサル・ピア 2025 年度 

事業報告書 

（2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日） 

 ユニバーサル・ピア 

1,2025 年度振り返り 

本年度は、障がいのある方の社会参加の機会創出および地域との交流促進を目

的として、体験活動・キャンプ事業・講演活動等を実施しました。 

    弊会は 2018 年 4 月の設立から 7 年目を迎え、活動の幅をさらに広げることがで

きました。本年度は、昨年度から実施している事業の継続と充実に力を入れた。 

 8 月に行った「Let‘ｓ体験」プログラムでは、1 日体験型と変更し、児童デイサー 

ビス・ピースのご協力のもと 8 人の体験者を受け入れることができた。 

また、第 2 回箱根ステップアップキャンプでは、クラウドファンディングに挑戦

し、一定の成果を得ることができましたが、参加者の拡大については今後の課題と

なりました。 

    松戸市の地域活躍塾・都立国際高校の講師も昨年から継続してできました。 

一方、団体の組織作りについては、十分にできておらず次年度の課題になった。 

（詳細については「各種事業報告」をご参照ください。） 

2,各種事業報告 

(1)Let’s 体験 2025 

まつど市民活動サポートセンターの中高生のボランティア体験に受け入れ団体と   

して参加 

活動内容 振り返り 

まつど市民活動サポートセンターが毎年開

催している中高生のボランティア体験

「Let’s 体験 2025」に受け入れ団体として

参加 

7 月 19 日 マッチングの会に参加 

7 月 23 日 受け入れ 2 名 

7 月 25 日 受け入れ 1 名 

7 月 29 日 受け入れ 1 名 

7 月 30 日 受け入れ 1 名（29 日と同） 

8 月   4 日 受け入れ 1 名 

8 月   7 日 受け入れ    2 名 

8 月 21 日 受け入れ   1 名 

延べ参加人数：8 名 

実施日数：7 日  

・株式会社ありすが運営する「児童デイサービ

スピース」に現場実習のご協力を得て実施。 

・前年度は、最低 3 日間のプログラムだったが反

省を踏まえ 1 日プログラムに。 

・1 日プログラムにしたことで、参加者が増えた 

・利用者様と直に触れ合えたり、車椅子体験が

できたりと良い体験ができたと体験学生から

感想を頂く。 



 

（2）箱根ステップアップキャンプ事業  

 神奈川県箱根町にある星槎大学箱根キャンパス・流星館を使った共生キャンプ事業 

活動内容 振り返り 

・星槎大学箱根キャンパス・完全バリアフ

リー宿泊所「流星館」に宿泊しながら箱

根を観光 

・彫刻の森美術館 大涌谷 観光海賊船な

ど、箱根の有名観光地を巡った。 

・資金調達のために公益財団法人はるやま

財団の障害者助成事業に応募したが落選 

・READYFOR によるクラウドファンディ

ングに挑戦→悪戦苦闘したが何とか達成 

延べ参加人数：6 名  

  実施日数：2 日 

第 2 回の開催 

今年度、「第 2 回箱根ステップアップキャン

プ」を実施。 

 

前年度より参加者募集やクラウドファンディン

グに取り組み、一定の成果を得るとともに、今

後の課題も明確になった。 

 

 

※詳細は「第 2 回箱根ステップアップキャンプ

実施報告書」を参照 

 

 

（3）障がい者理解・講演活動 

活動内容 振り返り 

① 松戸市の「地域活躍塾」に障がい者理

解に関する講話で参加 10 月 14 日 

 

② 東京都立国際高等学校の「重度肢体不

自由障害の理解」についての客員講師

の依頼を受け高校生への講演活動  

1 月 21 日 

実施日数：2 日 

① まつど市民活動サポートセンターでの講演 

• 依頼を受け、新井と古山が講演を実施。 

• 古山の一人暮らしの話が特に受講者の関

心を引いた。 

②  東京都立国際高等学校での講義 

・新井が一人で参加 内容を少し変え生徒の

皆さんが考える時間を与えるよう工夫を行っ

た。 

 

（4）その他の活動 

活動内容 振り返り 

① まつど市民活動サポートセンター事業 

みらい会議 みらいフェスタに参加 

 

② 弊団体のロゴ・バナ－を作成 

① 今年度も昨年同様、マンパワー不足で参加

できなかった。 

 今後参加できるような体制を整えていきたい。 

② 箱根ステップアップキャンプに合わせ団体

のロゴ及び団体旗を 2 種類作成。 

 



3、総括 

本年度は各事業を継続的に実施することができた一方で、組織体制や人員不足、資金

面に課題が残った。 

次年度は、体制強化と資金調達の仕組みづくりを進め、より多くの参加者に機会を提

供できるよう取り組んでいく。 

 これらの活動を通じて、障がいのある方と地域社会とのつながりを広げ、共生社会の 

実現に寄与することができました。 

 


